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コミュニケーションをはばむ要素として

は、いくつかのことが考えられます。 

が、その最たるものは、私は、「怖れ」だ

と思います。 

怖れは、さまざまなかたちであらわれま

す。自分（の立場・考え）がおびやかさ

れるのではないか。攻撃されるのではな

いか。恥をかくのではないか。何かをう

しなうのではないか。 

 

すると、あるひとびとは、自分の殻のな

かに閉じこもり、相手を拒絶することで、 

怖れから、身を守ろうとします。 

外がわからは、これは、ときに、とても

かたくなな態度に映ります。 

 

またあるひとびとは、攻撃される前に、

攻撃しないと自分たちがやられてしまう

と思いこみます。 

すると、批判や非難、ときには暴力的な

態度もふくめて、相手を威圧しようとし

ます。当然ながら、これは、うまくいか

ないパターンの典型といえます。 

どちらの態度をとっても、友好関係は築

きにくくなります。コミュニケーション

は成り立たず、何かをともにつくりあげ

ることも、むずかしくなります。 

 

こんな危機を打開する方法など、あるの

でしょうか？ 残念ながら、特効薬はあ

りません。 

ただ、完全ではないけれども、可能性を

見いだす方法が、まったくないわけでは

ありません。 

 

それは、「腹を割る」ことです。 

…あ、もちろん、切腹のことではありま

せん。こころをひらくことです。 

これには、とてつもない勇気が必要にな

ります。だって、相手のほうは、けっし

て、こころをひらいてくれてはいないの

です。むしろ、攻撃モードで待機してい

るかもしれないのです。 

でも、そのなかに決意して、ひらいたま

まで入っていくのです。どんなときでも、

オープンでいつづけるのです。 

 

オープンでいるということは、怖れをて

ばなすことです。もちろん、肉体的な暴

力からは、身を守る必要はありますが、

こころの暴力は、怖れをてばなしてしま

えば、こうむることはないのです。 

こころが傷つくのは、そこに、怖れの気

持ちがあるからです。自分は傷つくかも

しれないという怖れが、あるからです。 

だから、怖れをてばなせば、傷つくかも

しれないという自分も、同時にてばなせ

るのです。（簡単なことではありませんが、  

それを承知で書いています） 

 

私たちは、互いに互いを写しあう鏡とし

て存在しています。 

怖れの気持ちには、怖れが写るのです。 

怖れをてばなせば、もう、怖れは、あら

われる場をうしなうのです。 

 

そしてね。怖れが消えたところに、代わ

りに、まごころを置けばいいのです。伝

えられるかぎりの思いを、打算や駆け引

きなしに、まっさらに示せばいいのです。 

ある意味、理想論といわれるかもしれま

せん。でも、私は、この方法で、何度も、

すれちがってしまった関係を、修復して

きました。すべてがうまくいったとは言

えませんが、この方法で解決したケース

も、少なからずありましたから。 

 

人間関係をつなぐもの。そのひとつを、

私は、本気の気持ちだと思います。そし

て、もうひとつは、まごころだと思って

います。 

 

そして、この二つは、実は同じものかも

しれないと、いま、ふっと感じています。

だって、「まごころ」って、「真の心」と

書くでしょう。「本気」って、「本当の気」

って書きますものね。 

本気でないまごころなんて、ないってこ

となんですよ。まごころ抜きに、本気で

相手と向き合うことなんて、できないっ

てことなんですよ。 

 

今日のメッセージは、私も、自信満々で

書いているわけではありません。 

それでも、私のやってきた方法が、だれ

かの、何かの役に立つならばと思って、

思い切って提示してみました。 

すべてのひとが、ともに、こころをひら

き、思いをわかちあうことができますよ

うに。そんな日がくることを、いま、あ

らためて、願わずにはいられません…。 
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